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町田酒造株式会社
代表取締役社長
　中村　安久さん
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　今号の表紙は、奄美群島でのみ製造が認められている
黒糖焼酎を製造販売している町田酒造株式会社の代表取
締役社長 中村 安久さんです。
　同社は、1983年、戦前から旧住用村で黒糖焼酎を製造
していた石原酒造から製造免許を譲り受け創業、1991年
に工場を現在地に新設し、社名の変更も行いました。
　全工程をコンピューター制御した近代的な新工場で品
質の安定を図り、黒糖焼酎業界で初めて導入した減圧状
態のタンクの中でもろみを蒸留する「減圧蒸留」により
製造した代表銘柄の「里の曙」は、雑味のないさわやか
で軽快な口当たりを、また時間をかけて熟成させる「三
年貯蔵」により、まろやかで深みのある味わいを生み出
しています。
　飲みやすくまろやかな風味は、男性ばかりでなく女性
や若者からも支持されるようになり、昨年５月「2018年
ロサンゼルス・インターナショナル・スピリッツ・コン
ペティション」で初出品の『里の曙ゴールド』が焼酎部
門で最高金賞を受賞。本年３月、ベルリンで開催された「第
６回国際スピリッツコンペティション」で『里の曙三年
貯蔵』が金賞を初受賞。4月にはパリで開催された「第13
回フェミナリーズ世界ワインコンクール2019」で『奄美
たんかん酒』がリキュール部門で金賞を初受賞しました。

◇大胆な「働き方改革」の断行
　設立から25年が経過し、焼酎ブームも去り、経営環境
が厳しさを増す中、営業力と内部管理体制を強化し健全
な形で次世代へ継承するため、2016年４月、鹿児島銀行
大島支店長も務めた中村氏を代表取締役社長に招へい
し、経営体制の刷新を図りました。
　就任した中村社長は、会社の変化を従業員に肌感覚で

理解してもらい意識変革を促す狙いで、大胆な「働き方
改革」を展開。月25日勤務から段階的に「完全週休２日
制」を導入、増えた休日を有効活用することを目的に「兼
業・副業推奨」や、「男性の育児休暇取得」「女性管理職
の積極登用」「社内委員会の設置による全従業員経営参
画」など、地域でも先進的な取り組みを実践し、企業イ
メージ・従業員のやる気アップ、地域の人手不足解消な
どさまざまな効果をもたらしました。
　２年目以降も「大幅賃上げ実施」「70歳定年延長実施」

「育孫休暇導入」「従業員退職金制度全面改定」など、更
なる「先進的働き方改革」を推進し、働きやすい職場環
境を整備しています。
　こうした取り組みが評価され、昨年10月、鹿児島県か
ら「かごしま働き方改革推進企業」に県内企業で初認定、
11月には「鹿児島県女性活躍推進優良企業」として奄美
群島内企業で初表彰されました。

◇国内販路開拓と海外展開
　少子高齢化、若者の酒離れなどで国内での消費量が減
少している中で、国内市場の掘り起こしを目指し、東京
営業所員を増員して、お酒が強くて一人当たりの消費額
も大きい東北、北海道、北陸エリアでの営業活動や、沖
縄での試飲会の開催など販路開拓に注力しています。
　また、本年４月には「HACCP認定」を取得、米国や
中国への海外展開も積極的に行っています。

◇今後の取組
　「販売部門では、今まで取り組んできた国内マーケッ
トの拡大と、海外展開をさらに拍車をかけてやっていき
たいと思っていますし、今後はネット通販業者や、既存
の販売店以外の業態との接点を拡大していきたい。働き
方改革については考えつくことはほぼやり尽くしました
ので、男性の育児休業100％取得を継続します。
　地域との関係も、しっかりコミットし知恵やアイデア
も出し、様々な角度で貢献・支援をしていきたい。地元
の繁栄あっての当社だと思ってます。」と中村社長は語っ
ておられます。

　　町田酒造株式会社
　　代表取締役社長　中村　安久
＜企業概要＞
　所 在 地　大島郡龍郷町大勝3321
　設　　立　1983年10月
　従業員数　64名
　事業内容　黒糖焼酎製造・販売
　Ｔ Ｅ Ｌ　0997-62-5011
　Ｆ Ａ Ｘ　0997-62-5012
　Ｕ Ｒ Ｌ　https://www.satoake.jp/
　Ｅ-ma i l　info@satoake.jp
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蒸留機と樽貯蔵

今
号
の
表
紙 2018年ロサンゼルス国際スピリッツコンペ

ティションで『BEST OF SHOCHU』に
選ばれた『奄美黒糖焼酎　里の曙ゴールド』

観光客を対象に黒糖焼酎蔵
の見学も実施しています。
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　今年の４月から内田良信前社長の後任として、
株式会社九州経済研究所の社長に就任いたしまし
た。
　当研究所は地域の発展・活性化に貢献すること
を目的に、自治体などからの受託調査、企業向け
コンサルティングや社員向けの各種セミナー、県
内景況などのマクロ経済分析・発表、事業所等へ
のＩＴ活用支援等の業務を行っております。

　全国に先駆けて人口減少・少子高齢化が進む本
県では、地域社会の存続に向けた取り組みがます
ます重要になっております。このような中、当研
究所は地域の課題解決に向け行政や企業、大学等
と連携し、今年度も様々なプロジェクトに取り組
んでおりますので、いくつかご紹介したいと思い
ます。
　肝付町では鹿児島銀行を主体に当研究所はじめ
ＩＨＩや自治体が一体となって「地域におけるＥ
ＳＧ金融促進事業」を展開しております。当事業
は環境省が全国の金融機関に対し地域における持
続可能な社会・経済づくりを目的とする事業モデ
ルを募集し、同行案が採択されたものです。事業
内容は畜ふんを活用したバイオマス発電や、発電
時の蒸気熱利用などでエネルギーの地産地消モデ
ルを構築するものとなっています。この他にも同
町では民間資金等を活用した住宅環境整備ＰＦＩ
事業（公営住宅整備）を進めております。
　南九州市では市内の事業者や鹿児島銀行などと

「産学官金連携による農業所得向上プロジェクト
事業」に取り組んでおります。具体的には新たな
加工商品の開発や販売チャネルの確保で６次産業
化を推進するとともに、道の駅「川辺やすらぎの
郷」の活性化で生産農家の所得や生産意欲を向上
し、同市の農業振興を図るものです。

　指宿市では外国人観光客（インバウンド）の滞
在時間の延長や観光消費額の増加を目的に、着地
型旅行商品（観光体験等）の発掘、磨き上げに取
り組んでおります。具体的には香港、台湾、中国
等をメインにそれぞれの嗜好やニーズに合わせた
商品開発を目的としたモニター調査などを実施す
るとともに、インバウンド向けの観光体験等を提
供する団体の育成など受入環境の整備を図ってお
ります。
　出水市では今年８月に同市と鹿児島銀行が締結
した「地方創生に係る相互協力及び連携に関する
協定」に基づき、日本遺産に登録された出水麓地
区の振興を図るため、歴史的資源を活用したまち
づくりを進めています。具体的には同地区の武家
屋敷群を活かした観光振興策の立案実行に取り組
んでいきます。
　そして鹿児島市では同市魚類市場の輸出拠点構
築推進事業支援業務に取り組んでおります。当業
務では前年度策定された推進計画に基づき、2019
～ 21年度の３年間を第１ステージ（輸出助走期
間）、2022 ～ 25年度の４年間を第２ステージ（輸
出拡大期間）に分け、アジアを中心とする海外に
向けた輸出の仕組みづくりを行うための支援を
行っております。今年度は現地での展示商談会へ
の参加等を予定しております。

　当研究所は地銀系シンクタンクですが、これか
らも金融という枠組みを超えてまちづくりに取り
組んでいきます。あわせて公益財団法人かごしま
産業支援センターとも協力し合って官民連携を創
出する場を生み出し、地域のために力を尽くす所
存でございますので、皆様方の変わらぬご協力を
お願いいたします。

株式会社九州経済研究所
　 代表取締役社長
　　　　　　　中元　公明
1982年３月　明治大学卒業
1982年４月　株式会社鹿児島銀行入行
2011年６月　同行　福岡支店長兼営業支援部
　　　　　　福岡事務所長
2013年６月　同行　取締役 福岡支店長兼
　　　　　　営業支援部福岡事務所長
2014年６月　同行　取締役 営業統括部長
2015年６月　同行　常務取締役 本店営業部長
2017年４月　鹿児島中央ビルディング株式会社
　　　　　　代表取締役社長
2019年４月より現職

私の
　思い

地域課題に向き合う良きサポーターを目指して
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よろず支援拠点では、中小企業・小規模事業者・個人事業主・起業を目指す方々のあらゆる経営相談に
応じています。経営課題の根本的な原因を明らかにするために、相談者から詳細なヒアリングを行った
上で、課題解決に向けた具体的なアドバイスを行います。具体的な事例と共に担当したコーディネーター
が支援の際に注目したポイントなども含め､ ご紹介したいと思います。

　【相談内容】パン屋で働いていた経験を活かし、長年の夢であったパン屋を開業したいと考えている。今後
の進め方や創業者向け融資制度・補助金などの活用について相談したい。

　【支援内容】オープンする場所が自宅兼店舗の一体的な建物であったため、事業部分と自宅部分を分けて、
資金調達を検討。創業計画及び収支計画の作成をサポートしたところ、当初の計画どおり、創
業資金を調達することができた。また、創業者向け補助金を活用するために、申請のポイント
をアドバイス。その結果、無事に補助金も採択され、スムーズな開業につながった。

　【ポイント】　 相談者夫妻の熱意に応えるために、資金調達、事業収支、補助金の活用など細やかな計画の
チェックと具体的なアドバイスを行ったことが、スムーズな創業につながっている。

　【相談内容】創業60余年、家族で花屋を営んでいる。主に、生け花業界向けの卸売りを手掛けているが、業
界人口の減少に伴い売上が伸び悩んでいる。後継者が安心して事業を引き継げるように売上を
拡大させたいので、今後、どのような取り組みをすればよいか相談したい。

　【支援内容】生け花業界以外のターゲットとして、綺麗な店構えを最大限に生かして個人客を増やすことを
提案した。店舗レイアウトの変更によりお客様の回遊性が高く、スタッフの作業効率が良い売
り場に改善した結果、売上が増加し、スタッフの意識向上にもつながった。

　【ポイント】「ついつい買いたくなる花屋」をコンセプトに店舗レイアウトを改善。レジを店奥に移動し、
什器を中央に配置することによって、お客様にゆっくりと花を見て楽しんでいただく空間を演
出しつつ、スタッフの作業動線がスムーズとなり、仕事がしやすい環境となっている。

　　　　　　また、取り扱い商品の1/3を占める「胡蝶蘭」をメインにディスプレイを施したスペースを設
置し、強みを生かした店舗へと生まれ変わった。

◇鹿児島県よろず支援拠点
　所在地：〒892-0821　鹿児島市名山町 9 番 1 号　県産業会館 1 階
　ＴＥＬ：099-219-3740　　ＦＡＸ：099-223-7117
　E-Mail：yorozu@kisc.or.jp　URL：https://www.kisc.or.jp/yorozu/
　【相談日】月曜日～金曜日　午前 8 時30分～午後 5 時15分
　　　　　　（祝祭日、年末年始を除く）

経営相談所
よろず支援拠点

成果が出るまでしっかりサポート！相談は何回でも無料！

売り上げを伸ばす支援事例のご紹介
～働くコーディネーターシリーズ～　第四回

◆事例７◆
P
パ ン の 木 ベ ー カ リ ー
annokiBakery　（霧島市） 夫婦でパン屋をＯＰＥＮ！創業を支援

◆事例８◆
花
はなしょう
昇　（鹿児島市） 老舗生花店の店舗レイアウト・ディスプレイ改善を支援

　よろず支援拠点では、創業計画の作成から、資
金調達、開業に向けた準備まで一貫したアドバイ
スを行います。また、創業後のフォローアップも
させていただきますので、お気軽にご相談くださ
い。
担当コーディネーター　川原　新一郎
専門分野：経営改善、事業計画、海外展開、創業

　長年、お店を経営されていると、スタッフ優先の
お店づくりになりがちです。買いやすさ、居心地の
良さなど「お客様目線」を意識した店舗改善のアド
バイスを行っています。什器の配置を変えるだけで
お店の印象は変わります。お気軽にご相談ください。
担当コーディネーター　鎌田　香
専門分野：ブランディング、商品開発、レイアウト改善改装前 改装後

相談予約は…
「鹿児島県よろず支援拠点」
までお願いします。
お気軽にご相談ください。
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◇事業承継を支援（専門家派遣・セミナー開催等）
　かごしま産業支援センターでは、鹿児島県事業承継支援事務局を設置しています。
　事務局では、事業承継でお困りの県内の中小企業に対して、「かごしま中小企業支援ネットワーク」の構
成員（各地域の商工団体や金融機関等）と連携しながら、税理士、中小企業診断士、弁護士などの専門家を
派遣して、円滑な事業承継をサポートします。

◆支援実績◆（平成30年９月～令和元年９月）

　相　談　件　数：153件（うち、平成31年４月～令和元年９月：83件）
　専門家派遣回数：　87回（うち、平成31年４月～令和元年９月：82回）
　事業承継支援事務局を平成30年９月に設置してから、周知期間等を経て、相談・専門家派遣ともに利用が
増加しています。

　まずは事業承継支援事務局又は地域の商工会・商工会議所やメインバンクにご相談ください。
　事業承継診断で自社の現状を把握していただき、ご希望に応じて課題解決をお手伝いする専門家を派
遣します。
　専門家の派遣は、原則年３回まで無料となっています。

　また、事業承継にどんな準備が必要か、代替わりを機に新たな価値を生み出すためにどうすれば良いのか
といったことを事業者に知っていただくため、10月16日に鹿児島市内で「事業承継セミナー」を開催し、企
業経営者など37名の参加がありました。
　今後、12月４日に種子島でも同様のセミナーを開催するほか、鹿児島県が県内５エリアで開催するセミナー
でも当事務局の事業説明等を行います。
　会社を経営する者にとって、事業承継はいつか直面する避けられない課題です。
　皆様も是非一度お越しください。

◇　（公財）かごしま産業支援センター　鹿児島県事業承継支援事務局
　　TEL：099-219-8123　FAX：099-219-1279
　　E-mail：syoukei@kisc.or.jp 
　　ＵＲＬ：https://www.kisc.or.jp/outline/keiei/jigyousyoukeihaken/

事 業 承 継 支 援 事 務 局
円滑な事業承継をサポート！
相談無料。秘密厳守します。

専門家派遣等の
お問合せは、

事業承継セミナー　講師説明 事業承継セミナー　事業承継支援事務局説明
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◇都市圏等のプロフェッショナル人材とのマッチングをサポート
　鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点では、人材戦略マネージャーをはじめ４人のスタッフが、登録
人材紹介事業者や地域金融機関等と連携して、県内の高い成長力を持つ企業や新たな経営戦略・プロジェク
ト等に取り組もうとしている企業の方々と、都市圏等のプロフェッショナル人材の皆さまとのマッチング・
採用をサポートしています。

採用成約は97件（拠点開設以降累計）
　平成28年１月の拠点開設以来、890件を超える企業訪問や相談対応を行い、具体の求人活動に至った429件
のうち、97件（人）のプロフェッショナル人材の採用成約が実現しました。　　　　（令和元年10月末現在）

《企業訪問・相談活動の実施状況》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年10月末現在

　※　拠点開設：平成28年１月29日

第６回　 ｢プロ人材求人相談会」を開催
 　プロ人材の求人ニーズを具体的・効率的な人材マッチングにつなげるため、去る８月23日、地域金融機
関の協賛を得て、県内求人企業24社と人材紹介事業者14社との「求人相談会」を開催しました。
　求人相談件数は36件。企業が求めるプロ人材像は、総務や経理の統括人材をはじめ、商品開発や販路拡大
人材、技術部門の有資格者など多岐に亘っています。
　この相談会の内容を踏まえて、人材紹介事業者によるプロ人材の人選と紹介、面談等が進んでおり、10月
末現在で、７件のプロ人材の採用が決まりました。
　相談会を契機に、多くのプロ人材の採用・成約につながる
ことを期待しています。

【第６回求人相談会参加企業のマッチング状況】
　　　　　　　　　　　　　　　令和元年10月末現在

　※ 過去５回求人相談会の採用成約件数　50件

　　　　　　　　◇（公財）かごしま産業支援センター
　　　　　　　　　鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点
　　　　　　　　　ＴＥＬ：099-219-9277　ＦＡＸ：099-219-1279
　　　　　　　　　 E-mail：projinzai@kisc.or.jp
　　　　　　　　　ＵＲＬ：https://www.kagopro.jp/

プロフェッショナル人材戦略拠点
企業のチャレンジを担える人材との
マッチングをお手伝いします！

今後とも、県内企業の成長発展を人材面で積極的にサポートします。

区　　 分 今年度累計 開設以降累計

企業訪問 ･ 相談件数 １７２件 ８９２件

求 人 取 次 件 数 １１４件 ４２９件

採 用 成 約 件 数 　３７件 　９７件

まずは、
「プロフェッショナル人材戦略拠点」に
ご相談ください。

採用成約に至った案件 ７件

面談設定・面談中の案件 ８件
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わが社の輝く女性！
　今号は、本年８月、ものづくり企業として高い技術力を持ちながら新しいことへの挑戦も続ける姿勢が評価され「第
14回南日本経済賞」を受賞された、精密プレス金型専門メーカー 株式会社東郷で、製造現場の環境管理等を担当し
ている製造管理課の下竹ひろみさんです。

株式会社　東郷
所　在　地：鹿児島市川田町2194
設　　立：1985年10月
従業員数：81名
事業内容： 精密プレス金型全般の設計・製造・

販売・サービス、成形、モールド部品
Ｔ　Ｅ　Ｌ：099-298-8050
Ｆ　Ａ　Ｘ：099-298-7942
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.togo-japan.co.jp/
E - m a i l ：togo-company@togo-japan.co.jp

下竹　ひろみ さん
（しもたけ　ひろみ）
　製造部　製造管理課

鹿児島女子高等学校卒
趣味　�スポーツ（観るのもす

るのも大好きです。）

◇会社紹介
　弊社は受注からサービスまで内製一貫体制を取ってお
り、本社工場には金型部品を製造する第１工場と、金型
組立、プレス加工を行っている第２工場があります。ま
た、出水郡長島町には、主にコネクタの量産を行ってい
る長島工場があります。
　モータコア、コネクタ、ＩＣリードフレームの金型販
売を主な事業としており、近年では、コネクタプレス製
品、コネクタ部品の量産にも取り組んでおり、今後は車
載向けのモータ、コネクタ製造も増やしていく予定です。

◇会社での現在の担当部署は
　製造管理課という部署に所属しておりますが、補助金
等の申請や報告等の事務処理や取引開始時に行われる顧
客からの監査対応、製造現場の環境管理等を行っており
ます。
　色々な分野の仕事に幅広く関わっているので、毎日と
ても充実しています。

◇入社のきっかけは
　今までは、事務職しか経験がなかったので、このよう
なものづくりの会社で働くことは想像もしていませんで
した。最初は私にできることがあるのか不安も多かった
のですが、会社の方から声を掛けていただきましたので、
挑戦する決意をしました。
　多種多様な仕事を任せていただいているうちに、もの
づくりの楽しさや奥深さや将来性に魅力を感じて、今の

仕事にやりがいを持つようになりました。

◇仕事上での印象深い体験談など
　初めてある装置の立ち上げを任された時、ものづくり
に関して全く無知な私に、工具の使い方からものづくり
の考え方まで丁寧に指導してくださり本当に嬉しかった
です。
　この経験が私の人生の大きなターニングポイントにな
り、恩返しができるように日々精進する気持ちを維持で
きています。

◇ものづくりに対する思いや心がけていることは
　弊社会社方針にあります「お客様第一を念頭に挑戦、
誠意、創意工夫により一流の世界企業を目指す」という
言葉を自分の仕事のモットーにしています。
　お客様が何を求めているのか、その要望を満たすため
に、何をすれば良いのかを考え、経験がないことにも積
極的に挑戦し、創意工夫でより良い状態でお客様へ誠意
あるサービスや製品を提供できるよう日々努力しており
ます。

◇会社への思いや抱負について
　事務仕事しかできなかった私に、色々な仕事や機会を
与えていただき、本当に感謝しています。
　経験させていただいたことを活かし、これからの東郷
の発展に力を尽くしたいと思っています。
　また、昨年、鹿児島県女性活躍推進企業にも登録いた
しましたので、自分が率先して女性社員が働きやすい職
場作りに取り組んでいきたいと思っています。

女性社員の皆さんと（後列左から２番目が下竹さん）

プレス金型 製造現場で活躍する女性社員
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令和元年度 鹿児島県経営品質賞
株式会社現場サポートが『知事賞（大賞）』を受賞！
『優秀賞』に株式会社ポムフード

　鹿児島県経営品質賞は、「顧客本位に基づく卓越した業績を生み出す経営の仕組み」を追求し、経営品質向
上プログラムを実践している組織を表彰することで県内企業等の経営品質向上活動への取組みを促進し、県産
業全般にわたる活性化を図ることを目的として、平成16年度に当センターが創設した表彰制度です。　
　本年度は、９月４日開催の判定委員会で推薦された２組織を受賞組織として決定し、10月15日に表彰式を開
催しました。

　【知事賞（大賞）】　株式会社現場サポート

　　　代 表 者：代表取締役　福留　進一　　　　　所 在 地：鹿児島市武１丁目35－4
　　　従業員数：46名　　　　　　　　　　　　　　事業内容：情報通信サービス業
　　　Ｔ Ｅ Ｌ：099-251-9971　　　　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ：099-259-3874
　　　Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.genbasupport.com/

【受賞理由】
　■「人を活かす経営」の追求と、「仲間」が主役の理念経営を通じた経営革新の継続
　　 　経営者も社員も事業活動を通じて「共に育つ」という「共育」の考え方の下で、自律したプロ集団へ

と変革してきていること。例えば、新商品であるソフトウェアConne（コンネ）を自社にも導入し、お
客様と同じ視点で活用して、実際の活用具合を確認すると共に、自社の「創発の場」を実現するとい
う、独自の取り組みをおこなっていること。

　■頼れるパートナーとして顧客課題を解決するソリューション商品による価値提供
　　 　従来の商品販売とそのフォローが中心であった事業から、顧客課題を解決するソリューション商品で

ある「クラボウズ」事業への変革が、社員の意識改革を生み、お客様の「生産性向上」や「顧客課題解
決」に寄与していること。

　■顧客感情にインサイトしたお客様に寄り添ったアフターフォローによる関係性強化
　　 「お客様へのサポート業務そのものが商品」との認識の下、お問い合わせをしやすい環境、顧客感情に

着目した取り組みやお客様に寄り添った提案などを通じてお客様の多面的なニーズに対応し、お客様と
の強固なパートナーシップを維持・強化するため改革を推進している。また、このような活動が、「開
発部が集中できる体制、開発につながるニーズ発見」という効果も生み出していること。

　■ビジネスパートナーとの協働による価値提供の展開
　　 「GSの方針や考え方を公開し、共有します」の方針の下、販売BPや開発BPとオープンで密なコミュニ

ケーションを実施し、より密接な関係を構築していること。

　■顧客インサイトをベースにした仮説検証による次期商品の開発とマーケティング
　　 　次の事業の柱を担うConne（コンネ）について、第二の商品としてのポジションを確実にしていくた

めに、社内での導入結果も踏まえながら、顧客インサイトをベースにした仮説検証による改善やさらな
る開発に取り組み、マーケティング活動を展開していること。

受賞記念撮影 受賞スピーチをする福留社長

特　集
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　【優秀賞】　株式会社ポムフード

　　　代 表 者：代表取締役社長　出原　孝雄　　　所 在 地：姶良市加治木町小山田5928－1
　　　従業員数：129名　　　　　　　　　　　　　　事業内容：飲食サービス業
　　　Ｔ Ｅ Ｌ：0995-62-1192　　　　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ：0995-62-5670
　　　Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.pomunoki.com/

【受賞理由】
　■リーダーシップによる理念の実現に向けた組織体制の整備
　　 　経営理念の「食を通して世のために人々のために尽くします」を確実に実現するために、Ｑ（クオリ

ティ）Ｓ（サービス）Ｃ（クリンネス）Ｓ（セーフティ）Ｈ（ホスピタリティ）を顧客から評価される
５大価値と定義し、Ｑ（クオリティ）のコンセプトである「あつあつ・ふわふわ・とろとろ」の技術力
を高め、各店舗やFC店に独自の技術テストに合格したマイスターを配置していること。

　■顧客の定義の見直しによる顧客ニーズ把握とロイヤルカスタマー化への取り組み
　　 　既存顧客を最終顧客、小売顧客、FC加盟顧客の３つに区分して顧客ニーズを把握し、店舗のない県

のお客様にお届けするために、ビジネスパートナーと冷凍オムライスを開発し、商品化していること。
　　 　併せて、何度も店舗に足を運ぶロイヤルカスタマーを飽きさせない新メニュー開発、フェアー企画に

取り組んでいること。

　■店舗同士の絆やスタッフ間の連携を高めるコンテスト及び厨房における技術革新
　　 　マイスターによるオムライスの動画や、パート･アルバイトを含めた各種コンテストなど、全店舗参

加型のコンテストを展開し、店舗同士の絆やスタッフ間の連携を高めていること。
　　 　また、独自に開発した調理プロセスに、自動調理機器「ロボシェフ」を導入して厨房での女性の作業

の軽減などにも取り組んでいること。

※鹿児島県経営品質賞の過去の受賞組織

　※記載のない年度は、申請組織なし

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〈鹿児島県経営品質協議会からのご案内〉
　・ 当協議会では、「顧客本位」の組織体制を作り上げることの重要性や、それを実現するための有用な手

法である「経営品質向上プログラム」についての勉強会・セミナー等を開催しています。
　・ 経営品質賞への応募を考えておられる企業につきましても、下記までお問い合わせください。
　　　鹿児島県経営品質協議会（事務局：かごしま産業支援センター産業振興課内）
　　　TEL：099-219-1272　URL：http://kagoshima-mqa.jp/

平成30年度 　今別府産業（株）：優秀賞 平成25年度 （医）愛誠会昭南病院：優秀賞

平成29年度 （株）藤田ワークス：知事賞（大賞） 平成23年度 （株）九州タブチ：知事賞（大賞）

平成28年度 （医）愛誠会昭南病院：知事賞（大賞） 平成20年度 （株）九州タブチ：優秀賞

平成26年度 （株）現場サポート：優秀賞 平成18年度 （株）藤田ワークス：優秀賞

受賞記念撮影 受賞スピーチをする出原専務
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　当社は市来町（現いちき串木野市大里）において、
昭和２年に創業して以来、自社で醤油・味噌を製造
し、販売を行ってきました。平成10年にソース工場
の新設、また、平成24年にサクラカネヨ直売所を開
設し、醤油・味噌の昔ながらの量り売り方式での販
売や自社開発のソフトクリームの販売、直売所の横
に御飯場「よしむらや」を併設し飲食の提供も行う
など、昔ながらの変わらない味を提供するとともに、
ニーズに合わせて絶えず変化してきました。

　計画承認：平成28年12月28日
　テ ー マ： 『自社製の麹を使用した醤油蔵シリー

ズ「パスタ醤油、ハンバーグソース、
しょうゆの実」の製造・販売』

　直売所での直売市の開催など、地域との関わり
を増やし小売に注力することで、醤油の消費拡大
と地域の活性化を図っていますが、地方の人口減
少や醤油離れが進行し、醤油の消費量が減少して
いる状況もあります。
　その打開策として、平成24年に商品開発室を発
足し、新製品開発に取り組んできました。
　その結果、自社製の麹を使用した醤油蔵シリー

ズを開発することができ、平成28年12月に経営革
新計画の承認を受けることができました。

　平成29年度、平成30年度に経営革新支援事業費補
助金を活用しました。
　平成29年度は、ホームページのリニューアルや商談
会の出展費用に活用しました。取引先のバイヤーに見
ていただいたところ、斬新で見やすく小売店への紹
介がしやすくなるので成約率が高まるとの高評価をい
ただきました。ホームページ作成は、商談会の成約
率の向上、通販部門の売上の向上に役立ちました。
　平成30年度は、インスタグラムアカウントの開設
費や商談会の出展費用等に活用しました。SNS を
利用した商品やサービスの紹介を効果的に行えるよ
うになり、首都圏の取引先も増加しました。

　平成28年には商品開発室を部門強化し、サクラカ
ネヨラボラトリー（通称サクラボ）としました。キッ
チンスタジオを併設した施設となっており、料理教
室や手作り味噌教室などを開催し、好評をいただい
ております。
　今後も新たな顧客を獲得するために新商品開発な
どに取り組みます。

応援します！中小企業の経営革新！
～経営者のための経営革新支援制度活用術～

■　当センター及び県では、事業者が新たな事業活動を通じて経営の向上を図る取組を支援しています。
■　�このシリーズでは、「中小企業等経営強化法」に基づく経営革新計画を作成、県の承認を受けて支援策を活用し、

新事業に取り組んでいる事例を紹介します。

＜企業概要＞
所 在 地：いちき串木野市大里3868
設　　立：昭和２年
資 本 金：10,000千円
従業員数：57名
業　　種：食料品製造業
Ｔ Ｅ Ｌ：0996-36-3121
Ｕ Ｒ Ｌ：https://sakurakaneyo.com/

吉村醸造株式会社

●　今回開発した新商品

Ｑ ．企業概要・沿革について教えてください。

Ｑ ．経営革新計画に取り組むきっかけとその内容
を教えてください。

Ｑ ．経営革新計画承認で活用した支援策を教えて
ください。

Ｑ．今後の取組について教えてください。  
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■経営革新計画■
　新商品の開発・生産、新サービスの提供など新たな事業活動を通じて、経営の向上を図ること（経営革新）
に積極的に取り組む中小企業を支援しています。 
【承認基準】　①新商品の開発又は生産、新役務の開発又は提供など新たな取り組みであること。
　　　　　　②付加価値額と経常利益の数値目標が次のとおりであること。

【支援策の内容】　①政府系金融機関による低利融資　②信用保証の特例　③県補助金　など
【問い合わせ先】　鹿児島県経営金融課　経営支援係
　　　　　　　　TEL：099-286-2944（直通）　FAＸ：099-286-5576　E-mail：shien@pref.kagoshima.lg.jp

経営指標　　　　＼　　　　　計画年数 ３年 ４年 ５年
付加価値額（営業利益＋人件費＋減価償却費） ９％以上 １２％以上 １５％以上

経常利益（営業利益－営業外費用） ３％以上 ４％以上 ５％以上

経営革新計画承認手続きのフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援策の活用等 

かごしま産業支援センター，各商

工会・商工会議所等でも相談を受

け付けています。 

経営革新計画の承認に当たっては 

・現在の事業内容 

・新しい取り組みの内容 

・既存事業との違い 

・売上高等経営の向上を示す計数

（付加価値，経常利益）の伸び 

・希望する支援策等 

を整理する必要があります。 

計画承認申請書は県庁経営金融課に用意し

ています。また，県のホームページからもダウ

ンロードできます。 

http://www.pref.kagoshima.jp/af02/ 

keieikakushin/shienseido.html 

承認は金融機関等からの融資等の

支援措置を保証するものではあり

ません。 

申請書の提出先は県庁経営金融課（本社所在

地が鹿児島県内の場合）です。 

申請書提出先は申請代表者・実施主体者の構

成によって決定されます。 

受付後，経営革新計画の内容等について審査

が行われた上で承認となります。 

計画開始後，フォローアップのために計画進

捗状況調査等が行われます。 

①補助金 ②低利融資 ③信用保証の特例

④高度化融資制度

⑤中小企業投資育成株式会社法の特例

⑥小規模企業者等設備導入資金助成法の特例

⑦ベンチャーファンドからの投資

⑧特許料等の軽減措置

⑨販路開拓コーディネート事業

⑩県 制 度 資 金 に よ る 融 資（ 新 事業 チ ャレ ン ジ 資 金 ）

支援機関への相談及び事

業実施に必要な要件等の

クリア 

○ 支援策の利用策（支

援機関）への相談・

調整等

※ 計画の承認は支

援措置を保証する

ものではありませ

んので，県への相談

と併せて支援機関

にも相談してくだ

さい。 

○ 法規制に対する行政

機関等への相談・認可

等 

・ 各種営業許可 

・ 各種規制等への

条件整備等 

県及びかごしま産業支援センター，

各商工会・商工会議所等では申請書

の書き方，ビジネスプランの作成の

仕方等をアドバイスしています。 

申請に必要な書類は 

① 経営革新承認申請書

（様式第１及び別表１～７） 

② 補助様式１～３

③ 定款

④ 最近３期間の決算書

（営業報告書又は事業報告

書，貸借対照表，損益計算

書，勘定科目内訳明細書） 

⑤ 残高試算表

⑥ 最近２期間の法人税確定申

告書及び附属明細書

⑦ 県税に係る納税証明書

⑧ その他参考資料

（営業許可書等の写し，パン

フレット，図面，見積書な

ど当該計画に関するもの） 

県庁経営金融課への問い合わせ・相談 

経営革新計画の承認 

申請書の提出 

必要書類の作成，準備 

対象者の要件，経営革新計画の内容，申請手

続・窓口，支援措置の内容等ご相談ください。 

【経営革新計画の申請・相談窓口】 
県庁経営金融課経営支援係 
ＴＥＬ：０９９－２８６－２９４４ 
ＦＡＸ：０９９－２８６－５５７６ 
Ｅ－mail shien@pref.kagoshima.lg.jp 

各支援策は，計画の承認とは別に

各中小企業支援機関の個別審査を

受ける必要があります。 

経営革新計画の達成 
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企 業 紹 介
■会社概要
　株式会社ソフト流通センターは1984年に日刊工業
新聞社とコアグループが相互50% ずつを出資して
異業種提携事業として設立されました。
　その後2000年にコアグループから分離独立し新生

「ソフト流通センター」として事業を開始しました。

■当社の優れた技術
　当社は鶏卵業様向けの自社パッケージソフト「PC-
EGG」を全国に展開しています。また組込みシステム、
ビジネス系（Web）システム、システム検証サービス、
保守サポートの事業を展開しています。
　鶏卵業様向け販売管理システム「PC-EGG」は、
日々変動する鶏卵相場へ対応したシステムで、全国
28社のお客様にご愛顧いただいております。
　Windows アプリ版、クラウド版、スマホとの連
動等多様な機能を取り揃え、販売より20年のノウハ
ウで、お客様の業務改善にもお役立ていただきます。

　組込みシステムとは、家電製品や産業機器などに
搭載された特定の機能を実現するためのコンピュータ
システムのことで、本社（鹿児島市）では発売前のス
マートフォン、自動車関連の開発を中心に、皆様の生
活向上を目的とした製品の開発に取り組んでいます。
　ビジネス系システムでは、多様な業務スペシャリ
ストである SE がお客様先に常駐して業務のシステ
ム化をサポートする部隊と、自社内の高いセキュリ
ティが完備された専用プロジェクト室でクラウド環
境を活用し遠隔地でのシステム開発を行っている部
隊がいます。
　システム検証サービスでは、市場に出る前の製品
やサービスを一時的に預かり、動作において問題な
いか、ユーザが使いやすいか確認する業務を行って

おります。
　実績としては、国内のスマートフォンや時計メー
カー、自動車関連（車載系）などの評価を担当して
おり、お客様の品質向上に向けた取り組みを専門的
に行っております。
　システムサポートでは、利用・運用されているシ
ステムの保守、運用維持管理を行っておりユーザ様
からの問合わせ／システム監視／セキュリティ対策
／システム改修／トラブル対応などシステム運用後
の様々な対応業務を行っております。
　お客様先に常駐しての対応や弊社へのメール・電
話での対応などお客様の状況に合わせて対応してお
ります。

■当社の企業理念
１．『信は行の基を為す』
　 　仕事を通して社員一人ひとりが目先にとらわれ

ず安心して働くことのできる企業創りを目指します。
２ ．お客様からも社員からも『信頼される真のパー

トナー』を目指します。
３ ．『自分たちの仕事は自分達で創り　お客様と共

に成長する』ことを目指します。

■今後の展望・抱負
　第４次５ヶ年計画（2018.4 ～ 2023.3）の２年目に
なります。
　鶏卵業様向けパッケージソフトの「PC-EGG」の
さらなる展開を目指すと共に、ネットワークとセ
キュリティが完備された環境であれば何処に居ても
仕事ができるを合言葉に、首都圏のお客様の業務を
鹿児島に持ち帰り若い人が鹿児島に居ながらにして、
最先端の開発に携われる環境を整え若い人の県外流
出や U・I ターン者の受け皿として地域貢献、社会
貢献に努めたいと考えております。

本社エントランス

代表取締役
社長

郡山　臣宏

所 在 地：鹿児島市中央町22番16号
　　　　　アエールプラザ４階
設　　立：1984年９月
従業員数：127名
事業内容：�ソフトウェア開発・ＩＴ検証
Ｔ Ｅ Ｌ：099-206-3888
Ｆ Ａ Ｘ：099-206-3883
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.k-src.jp/
Ｅ－mail：src@�k-src.jp

2019年度入社式

鶏卵業様向け販売管理システム「PC-EGG」
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◇新事業創出等支援
○専門家派遣事業
　創業者や中小企業等の経営、情報化、販売、マーケティング等の様々な経営相談に対応して、センターに
登録している民間の専門家を派遣し、診断助言を行いました。　　　　　　　　　　　　　　　（採択９件）

○中小製造業者創業・新分野進出等支援事業
　創業、新たな分野への進出又は規模拡大に取り組む中小製造業者（今後製造業を営もうとする者を含む）
に対し、経営計画の策定や人材育成、研究開発、販路開拓等に要する経費の一部を助成しました。（採択23社）

企業名：㈱幸洋
所在地：薩摩川内市平佐町3687-1
業　種：木製品製造業
　　　　（パルプ搬送用
　　　　　木製パレット）

《テーマ》
工場の生産ラインの改善による
生産効率の向上および
社員の意識改革

《支援内容・成果》
取組内容：①工程配置図の作成、②設備配置の見直し、③工程前ストア（置き場）の設置、
　　　　　④着工カードの導入による後補充生産などについて専門家が支援しました。
具体的な成果： 工場の生産ラインの改善により、作業領域、製品・仕掛品の置き場、通路などが明確に

なったことで物の移動がスムーズになり、作業者の動きもムダが少なくなった。
　　　　　　　 また、着工カードの生産指示に基づき使用した分だけ生産する「後補充生産」を導入した

ことで余分な在庫を持たなくなり、生産効率及び付加価値額の向上につながっている。そ
の他、各工程の生産状況が見えるようになったことで、社員間で向上心の更なる醸成が図
られるなど意識改革にもつながっている。

《作業領域・置き場・通路が
　 明確になった工場内》

《工程前ストア（置き場）と着工カード》

特　集
かごしま産業支援センター
　　　平成30年度主要事業の支援事例紹介
　（公財）かごしま産業支援センターでは、県内中小企業の総合的な産業支援機関として、
新事業創出、戦略的産業振興、地域資源活用、研究開発・技術、マーケティング、情報
化等の様々な支援に積極的に取り組んでいます。
　今号では、平成30年度の主要事業の支援事例をご紹介します。

企業名：㈱オーケー社鹿児島
所在地： 鹿児島市西千石町4－1
業　種：生産用機械器具製造業

《支援内容・成果》
　自動車塗装メーカーにおいて、スパーク
事故の未然防止の手助けとなる装置を購入
しやすい価格帯で開発・製品化することを
支援しました。様 な々異常放電現象をリア
ルタイムで検出し、作業者に通知する事が
できることから、自動車業界に限らず、異
常放電未然防止にニーズのある業界の企
業へ、広範囲に営業展開を図ることとして
います。

《テーマ》
自動車業界向け静電塗装時異常
放電検出装置の開発

《放電アナライザー》
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○起業家スタートアップ支援事業
　起業を通じた新たな雇用の創出や若者・女性の活躍の場の拡大、地域の活性化を図るため、卸売業、小売
業、サービス業で起業しようとする方や起業後２年未満の方を対象に、創業初期に要する経費の一部を助成
するものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（採択59件）

◇戦略的産業振興支援
○重点業種研究開発支援事業
　自動車、電子、新成長分野（環境・新エネルギー、健康・医療、バイオ、航空機）関連産業に係る新技術
や新製品の研究開発を行う中小企業者等に対し、その経費の一部を助成しました。　　　　　　（採択３件）

企業名：シェイク＆ハート
所在地：鹿児島市原良
　　　　1-15-1
業　種：喫茶店

《テーマ》
家族の絆を深められる保育、
食育をテーマとする子育て
支援カフェの開業

《支援内容・成果》
　子育て中の家族が安心して利用できる食材を使った季節感や年齢に応じた献立の提供、子育てに不安を
抱える家族などへの保育支援や息抜きのための託児など、食育と保育をテーマにしたカフェの開業に必要
な店舗改装費用やダイニングテーブルなど整備費に要する経費の一部を助成しました。
　当初の予定どおり店舗をオープンされ、子育て中の保護者や健康志向のお客様に多数利用いただいてい
ます。

《店舗の外観》

企業名：アロン電機㈱
所在地：薩摩郡さつま町
　　　　永野950
業　種： 生産用機械器具製

造業

《支援内容・成果》
　これまで培った画像処理技術を活
用し、新たな撮像方法、動作機構等
の開発により、省スペースに対応し
たサイズ半減、価格半減の汎用モデ
ル異物検査装置を開発することを支
援しました。
　コンパクトかつ低価格を実現した
ことから、瓶詰めされた焼酎や清酒
等の液中にある異物の検出などへの
導入が期待されます。

《テーマ》
異物検査装置の汎用モデル
開発による食品分野への進
出と販路拡大 《異物画像検査機》

企業名：藤安醸造㈱
所在地：鹿児島市谷山港
　　　　2-1-10
業　種：食料品製造業

《支援内容・成果》
　肌ぬかを原料とした新規調味料 FBG 

（Fujiyasu Bran Grind）について、機能
性研究、食品への応用研究、FBG の商品
化への取り組みを支援しました。
　本事業で、FBG の血圧上昇抑制、認
知症予防の効果を確認し、試作した FBG
添加食品について食味、食感等を調べる
ことができました。今後、商品名「肌ぬか
のめぐみ」で商品化を目指す予定です。

《テーマ》
生活習慣病予防等の機能性
を持つ『肌ぬか由来 新規
調味食材（FBG）』の研究・
開発

《商品化を目指している「肌ぬかのめぐみ」》

《キッズルームで遊ぶ親子》《店舗内の様子》
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○食のプレミアム商品開発支援事業
　国内外の高付加価値商品の購入層をターゲットとした商品開発、新市場開拓、販路拡大など、県内食品関
連事業者が行う付加価値向上の取り組みに対し、その経費の一部を助成しました。　　　　　　（採択７件）

○食品加工技術レベルアップ支援事業
　食品製造業者の技術的ニーズと機械製造業者のもつ技術的シーズのマッチングを行い、当センターとの共
同研究による機械装置の試作開発に取り組みました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（共同研究２件）

◇研究開発・技術支援
○新事業研究開発助成事業
　新技術、新製品等の開発など技術高度化を志向する中小企業者等に対し、研究開発や試作品開発等に要す
る経費の一部を助成しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（採択１件）

《共同研究者》
企業名：本坊酒造㈱
所在地：鹿児島市南栄3-27
業　種：飲料・たばこ・
　　　　飼料製造業
企業名：㈱フジヤマ
所在地：鹿児島市七ツ島1-4-12
業　種：金属製品製造業

《支援内容・成果》
　現在手作業で行っているスモーク焼酎
の燻煙作業を生産性と品質向上を実現す
る機械装置の試作開発の共同研究に取り
組みました。
　本事業で、生産効率と品質向上が図れ
る機械装置を開発することができました。
　本坊酒造㈱では、今後、生産状況を見
ながら微調整を進め完成度を高めていき
ます。
　また、㈱フジヤマでは，燻煙装置関係
への進出も可能となりました。

《テーマ》
スモーク焼酎の燻煙装置の試作
開発

《試作したスモーク焼酎の
　　　　　　　　 燻煙装置》

企業名：カクイ㈱
所在地：鹿児島市唐湊
　　　　4-16-1
業　種：繊維工業

《支援内容・成果》
　大学と共同開発した菌株を使用し、綿から
セロビオースを効率よく生産するための研究
開発を支援しました。
　本事業で、酵素の生産技術の条件やセル
ロースの分解反応条件を検討し、それぞれに
ついて課題と解決の方向性を見出すことがで
きました。また、ラボスケールでのシステム
を構築することができました。研究開発を継
続し、セロビオース生産技術の確立をめざし
て開発を進めていく予定です。

《テーマ》
セロビオース生産の効率化
システムおよびオンサイト
酵素生産技術の開発 《有用菌の培養実験》

《㈲かごしま有機生産組合：　　
　　オーガニックベビーフード》

《㈱和香園：スイートほうじ　　　　
フレーバーグリーンティ大隅キウイ》

《南薩食鳥㈱：ハラルスープ》　

《㈲おりた園：ふり抹茶》 《㈱下園薩男商店：　
　　　　あおさの佃煮》

《㈱オキス：ペジタピる》 《㈲鹿児島ますや：
　　お魚ハンバーグ》
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取引あっせんの実施状況と効果
【H29年度取引あっせん案件～１年後も約７割が取引継続、取引金額は当初の約３倍に！】

　当センターでは、H29年度に229件の「取引あっせん」を行い、71件、113,758千円の取引が成立しまし
た。１年後の状況を調査したところ、継続している取引は48件、金額は当初の約３倍に拡大しているこ
とがわかりました。
　このように当センターの「取引あっせん」は県内中小企業の新たな販路や受注拡大に大きく貢献して
います。

【あっせん時（平成29年度）】

【１年後（平成30年度）】

令和元年度　かごしま取引商談会開催のご案内
　県外の発注企業を招へいし、県内受注企業と商談を行っていただく「かごしま取引商談会」を開催します。
商談会の詳細や参加申込み方法については、今後、当センターのホームページに掲載します。

日時　令和２年１月29日（水）　13：00 ～ 19：00
会場　ホテルウェルビューかごしま（鹿児島市）
主催　ビジネスマッチング協議会
後援　かごしま取引推進協議会
対象　【業種】一般機械 , 金属 , 電気 , 電子 , 情報サービス関連企業等
　　　【参加企業】発注企業20 ～ 30社、受注企業60社（予定）
　　　　第一部：商談会（13：30 ～ 17：00）
　　　　　�　事前に受発注企業の組み合わせを作成し、これに基づいて発注企業１社あたり受注企業６～

８社と商談していただきます。
　　　　第二部：交流懇親会（17：15 ～ 19：00）
　　　　　　商談会終了後、発注企業と受注企業に情報交換していただく交流懇親会を開催します。

【お問い合わせ先】（公財）かごしま産業支援センター　取引振興課　担当：迫田
TEL：099-219-1274　FAX：099-219-1279

◇◆◇　取引振興コーナー　◇◆◇

◆取引あっせん　　　　229件
◆成立件数　　　　　　71件
◆取引金額　　　113,758千円

◆取引件数　　　　　48件（約７割）
◆取引金額　315,594千円（約３倍）


